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松岡農林水産大臣とジョハンズ米国農務長官との電話会談の結果について

、 、１ １９日夜と２０日朝 松岡農林水産大臣とジョハンズ米国農務長官との間で

米国産牛肉問題に関して電話会談が行われた。

２ 結果の概要

（１）輸入手続再開後の検証期間の終了に向け、対日輸出を行っている全ての施

設について査察を行うことに合意した。対日輸出基準遵守に問題がない施設

については全箱確認を終了することについて日米双方で確認した。

（注）全箱確認は、昨年７月の輸入手続再開に当たって、念のため、全箱

を開梱して製品の適合性を確認する目的で輸入業者の協力を得て、当面の

対応として実施しているもの。

（２）なお、ジョハンズ農務長官からはＯＩＥ総会における米国のＢＳＥステー

タスの正式決定を受けて、国際基準に則した貿易条件に早急に移行するよう

改めて要請があった。

（３）これに対し、松岡農林水産大臣からは、日本としては、最新の科学的知見

に基づいて、国内の手続に則り必要なレビューを行う旨を説明した。

（４）今後も引き続き、日米間で対話を行っていくことについて確認した。
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